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今
年
は
西
暦
２
０
１
９
年
平
成
３
１
年
、
平
成

最
後
の
年
で
す
。
干
支
は
「
己
亥
」
（
つ
ち
の

と
・
い
、
き
が
い
）。
亥
は
イ
ノ
シ
シ
で
、
中
国

で
は
豚
を
意
味
す
る
猪
の
字
を
あ
て
ま
す
。
己

亥
の
年
は
「
土
剋
水
」（
ど
こ
く
す
い
）
で
、
植

物
が
育
つ
豊
か
な
土
壌
を
示
す
と
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
当
て
は
め
る
と
今
年
は
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
（
大
量
デ
ー
タ
）・
Ｖ
Ｒ

（
仮
想
現
実
）
・
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
豊
か
な
基

礎
技
術
の
土
壌
の
上
に
新
し
い
発
展
が
あ
る

年
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

猪
は
使
っ
た
言
葉
は
、
猪
突
猛
進
・
猪
武
者
な
ど

勇
ま
し
い
も
の
、
ま
た
「
山
よ
り
大
き
な
猪
は
出

ぬ
」
の
よ
う
に
心
配
ご
無
用
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

今
か
ら
６
０
年
前
の
己
亥

の
年
昭
和
３
４
年
に
は
、

皇
太
子
明
仁
親
王
（
今
上

天
皇
）
と
正
田
美
智
子
さ

ん
の
ご
成
婚
が
あ
り
、
第

１
回
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞

に
水
原
弘
の
「
黒
い
花
び

ら
」
が
決
ま
り
、
キ
ュ
ー

バ
革
命
が
あ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
放
送
が

始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
の
主
な
予
定
は
、
４
月
１
日
新
年
号
が
発

表
さ
れ
、
５
月
１
日
皇
太
子
徳
仁
親
王
が
即
位

し
、
平
成
か
ら
新
元
号
に
改
元
さ
れ
ま
す
。↗

♠

金
ヶ
原
乙
張
地
区
の
宅
地
造
成
・
住
宅
建

設
工
事
の
説
明
会
を
、
１
月
１
９
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら
さ
く
ら
会
館
で
行
い
ま

す
。
乙
張
地
区
は
、
奥
海
印
寺
納
所
線
（
府

道
２
０
４
号
線
）
沿
い
湯
川
酒
店
の
通
り

で
、
湯
川
さ
ん
か
ら

少
し
南
の
古
家
が
あ
る
所

で
す
。
こ
こ
に
５
軒
分
の

建
築
が
建
つ
と
の
こ
と
で

２
月
か
ら
工
事
が
始
ま
り

ま
す
。
関
係
さ
れ
る
方
は

出
席
い
た
だ
き
、
質
問
・

要
望
く
だ
さ
い
。

<

高
台
自
治
会
総
会
の
予
定>

４
月
１
３
日
（
土
）
は
、
第
３
４
回
高
台
自
治

会
総
会
で
、
今
そ
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
〈
次
期
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
選
出
〉
現
ブ
ロ
ッ
ク

委
員
が
中
心
と
な
っ
て
、
３
１
年
度
ブ
ロ
ッ
ク

委
員
を
推
薦
い
た
だ
き
ま
す
。
２
月
９
日
（
土
）

の
次
回
役
員
会
ま
で
に
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
事
情

と
や
り
方
で
候
補
者
を
選
出
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
平
成
１
０
年
か
ら
の
歴
代
ブ
ロ

ッ
ク
委
員
一
覧
は
、
高
台
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
役
員
用
」
に
あ
り
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
委
員
の
役
割
は
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
（
外
部
へ
の
依
頼
、
配
布
作
業
の
依
頼
を
シ

ル
バ
ー
に
依
頼
す
る
な
ど
）
や
設
備
投
資
（
機

械
化
、
ネ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
の
活
用
な
ど
）
で
、

以
前
と
比
べ
て
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
で
き
る
範
囲
で
、
お
互
い
に
助
け
合
い
な

が
ら
担
当
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ブ
ロ

ッ
ク
委
員
の
職
責
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
同
じ
と
こ
ろ
に
あ
る
「
ブ
ロ
ッ
ク

委
員
の
手
引
き
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

就
任
さ
れ
た
と
き
に
も
説
明
い
た
し
ま
す
。

▼
〈
次
期
常
任
委
員
の
選
出
〉
次
期
常
任
委
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
自
薦
・
他
薦
を
問
い
ま

せ
ん
。
特
に
３
０
年
度
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
を
担
当

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
は
、
積
極
的
な
立
候
補
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

４
月
の
総
会
の
あ
と
常
任
委
員
の
中
か
ら
、
四

役
（
会
長
・
副
会
長
・
会
計
・
庶
務
）
や
部↗

♠

年
賀
状
作
成
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
１
２
名
の
皆
さ
ん

か
ら
依
頼
を
い
た
だ
き
、
年
賀
状
を
デ
ザ
イ

ン
・
印
刷
し
ま
し
た
。
イ
ン
ク
代
を
除
い
た
２

万
１
千
円
を
自
治
会
費
に
繰
り
入
れ
ま
し
た
。

♠

さ
く
ら
会
館
で
使
う
ご
家
庭
で
不
要
と
な

っ
た
ス
リ
ッ
パ
ご
寄
付
を
お
願
い
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
不
要
の
ス

リ
ッ
パ
を
お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

会
リ
ー
ダ
ー
（
美
化
衛
生
、
防
犯
防
災
、
福
祉
、

ス
ポ
レ
ク
、
広
報
）
を
互
選
に
よ
り
選
出
し
ま

す
。

担
当
い
た
だ
く
職
責
に
つ
い
て
も
、
同
じ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
部
会
の
説
明
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
〈
そ
の
他
〉
現
役
員
に
よ
り
「
今
年
度
事
業

実
績
の
ま
と
め
」「
来
年
度
事
業
計
画
」
な
ど

の
総
会
資
料
を
制
作
し
て
い
き
ま
す
。

現
部
会
リ
ー
ダ
ー
の
方
は
、
「
３
０
年
度
部
会

活
動
の
ま
と
め
」「
３
１
年
度
の
事
業
計
画
」

や
自
治
会
活
動
の
感
想
・
提
言
を
、
２
月
度
役

員
会
ま
で
に
作
成
し
、
提
出
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
外
部
団
体
役
員
や
ブ
ロ
ッ
ク

委
員
の
方
も
、
活
動
を
通
じ
て
の
感
想
や
提
言

を
お
願
い
し
ま
す
。

３
月
９
日
（
土
）
の
役
員
会
で
、
こ
れ
ら
を
ま

と
め
３
１
年
度
総
会
議
案
書
案
と
し
て
提
示

し
審
議
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
台
は
市
内
で
も
自
治
会
活
動
が
活
発
な
地

域
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
役
員

に
な
れ
ば
多
く
の
仕
事
が
あ
る
と
の
不
安
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
「
楽
し
み
は

最
大
に
、
負
担
は
最
小
に
」
を
心
が
け
、
全
体

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精
神
で
”
ほ
ど
ほ
ど
”
で

楽
し
く
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
知
恵
と
情
熱
で
、
自
分

が
得
意
と
す
る
分
野
で
、
自
分
の
で
き
る
範
囲

と
時
間
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
齢
化
の
波
は
自
治
会
活
動
に
も
押
し
寄
せ

て
お
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
・
常
任
委
員
も
シ
ニ

ア
の
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
自
治
会
は
住

民
の
親
睦
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
多
く
な
る

風
水
害
や
地
震
な
ど
の
災
害
時
に
、
命
を
守
る

組
織
と
し
て
も
不
可
欠
で
す
。
現
役
の
方
も
積

極
的
に
立
候
補
い
た
だ
き
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
輪
を
広
げ
て
い
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

♦

１
２
月
２
２
日
２
回
目
の
自
治
会
主

催
「
防
災
学
習
・
交
流
会
」
が
さ
く
ら
会

館
で
あ
り
３
１
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
防
災
の
市
の
担
当
者
や
高
台
有
識
者

の
説
明
が
あ
り
、
前
回
で
質
問
し
た
こ
と

の
市
か
ら
回
答
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
主

な
も
の
は
「
芦
原
池
の
管
理
は
で
き
て
い
る
の

か
→
雨
が
降
れ
ば
府
、
市
、
地
元
管
理
組
合
が

調
整
し
て
い
る
→
そ
れ
は
利
水
管
理
で
保
守

管
理
は
で
き
て
い
る
の
か
」
「
西
乙
高
が
近
い

の
で
避
難
所
に
出
来
な
い

の
か
→
基
本
は
４
中
、
状

況
に
応
じ
て
考
え
る
→
場

所
的
に
近
い
西
乙
高
を
避

難
所
に
し
て
欲
し
い
」「
高

台
全
体
に
避
難
指
示
を
出

す
の
で
な
く
、
本
当
に
危

な
い
所
だ
け
に
す
る
な
ど

き
め
細
か
い
指
示
を
→
検

討
す
る
。
最
近
Ｆ
Ｍ
お
と
く
に
（
８
６
．
２
Ｍ

Ｈ
ｚ
）
が
開
局
し
た
が
そ
の
利
用
も
考
え
ら
れ

る
」。

な
お
市
発
行
の
「
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
は

平
成
２
６
年
度
版
が
各
戸
に
配
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
現
在
改
訂
中
で
、
３
月
に
は
最
新
版
が

配
布
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

♦

１
２
月
２
８
日
午
後
８

時
か
ら
「
歳
末
パ
ト
ロ
ー

ル
」
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
者
１
１
名
が
２
班
に
分

か
れ
て
、
火
の
用
心
の
掛

け
声
と
共
に
高
台
地
区
を

回
り
ま
し
た
。
市
長
・
副

議
長
・
消
防
署
署
長
の
皆

さ
ん
の
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。

恒
例
の
第
３
７
回
長
岡
京
ガ
ラ
シ
ャ
ロ

ー
ド
レ
ー
ス
（
マ
ラ
ソ
ン
）
が
、
１
月
２

７
日
（
日
）
１
０
時
か
ら
１
時
間
に
わ
た

っ
て
あ
り
ま
す
。
西
山
公
園
体
育
館
を
出

た
１
０
Ｋ
ｍ
コ
ー
ス
の
選
手
が
、
奥
海
印

寺
納
所
線
を
往
復
で
走
り
ま
す
。
ご
声
援
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

H3１年1月号

No 4１8

発行責任者

三原重徳

総合窓口

954-7496

会員333世帯

全  373世帯

「わが門へ
来さうに

したり
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一茶

第５５回「ふれあいサロン（映

画会）」は、１月２８日（月）１
３時３０分からです。今回は全
４９作ある「男はつらいよ」シ
リーズのうち、正月の風景が出
てくる昭和４５年１月封切り
の「フーテンの寅」を上映しま

す。
映像には懐かしい葛飾柴又の
風景がでてきますが、この作以
降は松竹撮影所のセットで行
われるようになりました。
渥美清の他、新珠三千代、香山

美子、春川ますみ、笠智衆、左
卜全、悠木千帆など、ロケ地は
三重県の湯の山温泉、種子島、
桜島、霧島神宮、岐阜県中津川
などです。
なお今年渥美清主演の「男はつ

らいよ」シリーズ５０作目が作
られ公開されます。
映画鑑賞後飲酒・
喫茶で歓談しま
す。初めての方、
女性の方、お酒

好きの方、話題
をお持ちの方是
非ご参加ください。

60 年前の己亥の年には、今
上天皇の成婚がありました

左は府道、北を望む、古家
が取り壊されて宅地となる

小
泉
川
流
域
に
は
、
上
流
か
ら
奥
海
印
寺
遺
跡
、

下
海
印
寺
遺
跡
、
伊
賀
寺
遺
跡
、
友
岡
遺
跡
、

硲
（
は
ざ
ま
）
遺
跡
、
下
植
野
南
遺
跡
と
多
く

の
縄
文
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。

下
海
印
寺
遺
跡
で
は
１
万
２
千
年
前
の
縄
文
押

型
文
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
古
く
か
ら
人
々

が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

ま
た
伊
賀
寺
遺
跡
で
は
、縄
文
時
代
中
期
か
ら
後

期
に
か
け
て
（
４
５
０
０
～
３
５
０
０
年
前
）
の

竪
穴
住
居
や
土
坑
や
墓
域
が
一
体
と
な
っ
て
み

つ
か
り
、縄
文
時
代
の
集
落
の
様
子
が
分
か
る
全

国
的
に
も
有
名
な
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。

今
そ
の
伊
賀
寺
遺
跡
の
発
掘
が
す
す
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
済
生
会
新
病
院
建
設
に
伴
う
発
掘
で
、

４
千
平
米
の
広
大
な
範
囲
を
発
掘
し
て
お
り
、

そ
の
成
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
に
住
ん
で

い
た
縄
文
人
は
、
私
た
ち
の
祖
先
と
な
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
乙
訓
の
縄
文
集
落
に

つ
い
て
」
の
講
演
会
が
、

１
月
２
０
日
（
日
）
午

後
１
時
３
０
分
か
ら
産

業
文
化
会
館
で
あ
り
ま

す
。
先
着
１
０
０
人
で

す
。

発掘が進む「伊賀寺縄文遺
跡」、川向井から北を望む

１
月
度
さ
く
ら
会
館
清
掃
を
、
１
５
Ｂ
と
１

６
Ｂ
の
１
７
名
で
行
い
ま
し
た
。

さ
く
ら
会
館
清
掃
、
次
回
は
２
月
９
日
（
土

役
員
会
の
日
）
１
０
時
か
ら
で
、
当
番
は
１
７

Ｂ
と
１
８
Ｂ
、
リ
ー
ダ
ー
は
三
原
さ
ん
で
す
。

１
２
月
度
さ
く
ら
会
館
の
部
屋
利
用
は
１
７

回
で
し
た
。

第 2 回「防災学習・交流会」

市長の激励をうけました

１
月
２
８
日
（
月
）
９
時
か
ら
１
２
時
ま

で
、
さ
く
ら
会
館
で
パ
ソ
コ
ン
相
談
会
を

行
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
修
理
、
ネ
ッ
ト
接

続
、
ウ
イ
ル
ス
除
去
、
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

ル
の
使
い
方
、
カ
メ
ラ
か
ら
の
取
り
込
み

な
ど
ご
希
望
に
応
じ
て
。
出
入
自
由
。

<

訃

報>

２
０
Ｂ

平
田
弘
子
様

享
年
８
４
歳


